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査読者氏名：　　　　　　　　　　　      　

論文番号：ISSS　− 　　　−　　　　　
論文題目：                                                                       

査読に当たってご注意いただきたいこと

(1) 地域安全学会の論文は，防災および地域安全に新たな貢献が期待できるものを対象にしています．なお，防災および地域安全に新たな貢献が期待できるものであれば，従来の学術論文の体裁にとらわれず，調査報告やコンピューターシステムの開発，訓練方法の提案・実施結果等も対象です．

(2) 査読報告書は，このWordファイルの「査読報告書」に直接ご入力いただき，オンラインシステムから返信ください．

(3) 登載論文の著作権は著者に属しますので，論文の内容自体の最終責任は著者にあり，本学会は編集著作権を有します．したがって，査読に当たっては，論文集への掲載に足るかどうかをご判断いただき，学問的に明らかに誤りと考えられる点，論文として欠落している箇所の指摘などを行って下さい．査読者の主観的な意見や好みに基づいた判定や修正意見とならないように注意してください．
(4) 査読原稿がカラー原稿の場合には，カラー原稿として査読をお願いいたします．
(5) 査読者による再査読は行いません．最終的な判断は学術委員会にご一任下さい．
(6) 査読者名は公表いたしませんが，「地域安全学会論文集」の巻末に査読者一覧を掲載させていただいております．なお「地域安全学会論文集」が完成いたしましたら，一部謹呈いたします．
評価（判定結果を決めるためにA～Cの該当欄に○をつけて下さい）

	チェック項目
	A.優れている
	B.普 通
	C.欠陥がある

	① 研究の位置づけが適切か
	
	
	

	② 使用した概念・方法が適切か
	
	
	

	③ 論旨は明確か，論証は適切か
	
	
	

	④ 論文構成上のバランスはとれているか
	
	
	

	⑤ 論文題目は内容を的確に表しているか
	
	
	

	⑥ 用語・文体・引用等が適切か
	
	
	

	⑦ 図・表等の表現は適切か
	
	
	

	⑧ 使用したデータ等の信頼性はあるか
	
	
	

	⑨ 結論等が明確で有用であるか
	
	
	

	⑩ 結論に新規性・独創性があるか
	
	
	


（次ページに「判定結果と講評」の用紙があります）
判定結果（以下のいずれか1つを選択し，残りの3つを削除して下さい．）
判定１：登載可

判定２：条件付登載可

判定３：根本的な修正がなされなければ登載不可

判定４：登載不可

講評（判定に至った理由をお書きください．結果のいかんに関わらずお願いいたします．）
	


（次ページに「判定理由または修正の指摘」用紙があります）
「判定理由または修正の指摘」
修正意見の分類
修正意見の分類　（a：修正が望ましい事項，b：修正を必要とする事項，ｃ：根本的修正の理由）
	番号
	修正意見の分類
	箇所

（頁，行など）
	修正意見の内容 (不可の場合はその理由)

	

	

	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


 (足りない場合はこの用紙を複写して下さい)
